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４
月
26
日
㈫
、
萩
本
陣
に
て
平
成

28
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
刀
禰
会
頭
、
田
村
、
藤
井
副
会

頭
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
二
つ
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
野
村
市
長
を
は

じ
め
、
新
谷
、
田
中
両
県
議
他
、
多

く
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
井
関
会
長
が
今
年

度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
７
時
だ
よ
！
全

員
集
合
―
青
年
部
で
学
び
、
己
を
磨

く
―
」に
込
め
た
想
い
を
熱
く
語
り
、

盛
大
な
通
常
総
会
と
な
り
ま
し
た
。
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ー

７時だよ！全員集合 〜青年部で学び、己を磨く〜

平成28年度　　事　業　計　画（案）
通
年
事
業

４

５

６

７

８

９
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１

２

３

総務委員会 広報委員会 パワーアップ委員会 会員交流委員会 プロジェクト萩委員会 産業活性化委員会 その他事業
総会等諸会議及び卒
会式の開催、青年部
事務における事務局
との連携。

青年部全体の広報及
び、SNSを活用した
広報。

萩商工会議所青年部としての
活動意思意欲を高め、活動に
対する意識を向上させ、会員
全体のパワーアップを図る。

会員相互、会員の家
族及び他単会との交
流を通して、絆を深
め結束力を高める。

地域発展を図るWEB
マガジンの発行、萩市
に関する事業の実施。

産業フェスタをはじめと
する萩地域の産業活性化
に繋がる事業の実施。

通常総会・定例役員会（毎月
10日前後）・青年部規約の検
討（通年）・ぶちジョーカーの
管理（通年）・青年部ジャンバ
ーの管理（通年）・青年部ポロ
シャツの作成・管理（通年）

名刺作成（通年）・青年部電子手帳
の作成（通年）・HP等の管理（通年）・
SNSを活用した広報（通年）・会員増
強リーフレットの作成（通年）

新入会員育成（４月・
５月）・全員協議会の
充実化（通年）・会員
増強（通年）

産業活性化に関する
事業（年２回予定）

オープン全員協議会

新年度決起会・
県連事業の対応（通年）

WEBマガジンの運営
（通年）

29日㈰県青連親睦ソフトボー
ル大会参加（主管　柳井YEG）

16日㈯県青連第１回
会長会議（光YEG）

18日㈯中国ブロック
会長会議（玉野YEG）

19日㈪県青連親睦ゴ
ルフ大会（長門YEG）
21日㈮・22日㈯中国ブ
ロック大会（玉野YEG）
24日㈭～26日㈯全国会
長研修会（加古川YEG）
県青連第３回会長会議

（山陽YEG）

23日㈭～25日㈯日本YEG
全国大会（岩見沢YEG）
県青連第４回会長会議

（山口YEG）

WEBマガジンの
立上げ

（公社）萩青年会議所
との親睦会

視察研修

地域還元宝くじ

産業フェスタ

萩市に関する事業

会員親睦及び家族会

４青年部交流会

全員協議会（毎月20日前後）

踊車364号発刊

踊車365号発刊

踊車366号発刊

臨時総会

夏　ま　つ　り

県青連会員大会引受　25日㈯

卒会式・
卒会アルバムの作成

踊車363号発刊

踊車367号発刊

踊車368号発刊 セミナー

踊車369号発刊

踊車370号発刊

踊車371号発刊

踊車372号発刊

踊車373号発刊
踊車374号発刊

平
成
28
年
度
通
常
総
会

産業活性化委員会挨拶 廣兼議長お疲れ様でした

女性会・青年部OB会との交流会
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事業成功を願い、だるまへ目入れ！ 各委員長挨拶

昨年度人材育成委員会挨拶

４
月
19
日
㈫
に
海
鮮
竜
門
に
於
い

て
、
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
入
会
２
年
以
内
の
新
入

会
員
、
ま
た
は
理
事
未
経
験
者
を
対

象
と
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

通
し
て
青
年
部
組
織
、
事
業
の
流
れ

に
つ
い
て
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

青
年
部
活
動
へ
の
意
識
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
趣
旨
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

多
く
の
対
象
者
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
真
摯
な
態
度
で
聞
か
れ
て
い

た
の
で
、
こ
れ
を
機
に
青
年
部
活
動

に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
繋
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

担
当
さ
れ
た
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
委
員

会
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

会
員
育
成

オ
リ
エ
ン
テ
ー
ョ
ン

平
成
28
年
度
の
最
初
の
事
業
に
あ

た
る
新
年
度
決
起
会
が
、
４
月
２
日

㈯
松
陰
食
堂
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
始
前
に
役
員
で
松
陰
神

社
に
て
平
成
28
年
度
の
事
業
成
功
の

祈
願
を
行
い
、
新
年
度
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

決
起
会
で
は
、
井
関
会
長
の
熱
い

想
い
を
の
せ
た
乾
杯
か
ら
始
ま
り
各

委
員
会
の
意
気
込
み
を
披
露
し
、
会

員
の
青
年
部
活
動
へ
の
意
欲
増
進

新
年
度
決
起
会

副会長揃い踏み！

と
、
よ
り
強
固
な
絆
の
形
成
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
だ
る
ま
を
用
意
し
、

井
関
会
長
に
事
業
成
功
に
向
け
片
目

を
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
年
度

最
後
に
も
う
片
方
の
目
が
描
け
る
様

に
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

鹿島委員長による熱弁！

３
月
28
日
㈪
に
新
旧
合
同
の
全
員

協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
委
員
会
の
鹿
島
委
員
長
よ
り

青
年
部
に
対
す
る
熱
い
想
い
が
ぶ
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

新
旧
合
同
全
員
協
議
会産業活性化委員会挨拶井町会長から井関会長へバトンタッチ

青
年
部
事
業
を
行
う
ま
で

の
行
程
、
そ
し
て
そ
の
活
動

の
中
で
我
々
は
日
々
、
切
磋

琢
磨
し
知
恵
を
ぶ
つ
け
あ
う

と
い
う
の
も
、
各
会
員
が
各

事
業
所
の
看
板
を
背
負
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
故
我
々
は
、
己
の
成
長
・

向
上
に
貪
欲
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
道
理
の
中
で
生
ま

れ
る
事
業
の
中
で
い
か
に
学

び
自
分
を
磨
く
か
。
そ
う
し

て
行
う
活
動
の
中
で
こ
そ
友

が
生
ま
れ
ま
す
。
苦
し
さ
、

痛
み
、
辛
さ
を
共
有
し
て
こ

そ
本
当
の
友
が
出
来
る
の
で

す
。
四
十
才
迄
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
出
会
っ
た

仲
間
、
青
年
部
の
友
は
生
涯

の
友
に
な
る
は
ず
で
す
。

鹿
島
　
隼
人
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こ
の
度
、
萩
商
工
会
議
所
青
年
部

へ
入
会
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
、
萩
整
骨
院
の
院
長
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
山
本
敬
幸
と
申
し
ま
す
。

萩
市
で
開
業
し
て
も
う
す
ぐ
２
年
が

経
ち
ま
す
。
本
当
に
多
く
の
患
者
様

と
出
会
い
、
仕
事
以
外
で
も
何
か
の

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
右

も
左
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
御
指
導
御

鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
入
会
致
し
ま
し
た
、
上
田

和
正
で
す
。
皆
さ
ん
と
青
年
部
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
、
少
し
で
も
力
に
な

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ

の
一
年
し
っ
か
り
と
青
年
部
で
の
活

動
を
自
分
な
り
に
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
青

年
部
活
動
を
、
仕
事
に
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
も
し
っ
か
り
と

役
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

こ
の
度
ご
縁
を
い
た
だ
き
、
青
年
部

に
入
会
致
し
ま
し
た
、
認
定
こ
ど
も
園

萩
幼
稚
園
の
河
名
哲
雄
と
申
し
ま
す
。

一
期
一
会
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
尊

い
人
間
関
係
を
築
き
、
皆
様
と
多
く
の

経
験
を
共
感
し
て
己
を
磨
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

微
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
入
会
員

介
紹

キッズカフェ ママココ
上田　和正君

認定こども園 萩幼稚園
河名　哲雄君

㈱
太
陽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

の
坂
本
匠
と
申
し
ま
す
。

青
年
部
と
は
ど
う
い
う
団
体
で
、

何
を
す
る
の
か
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
す
が
、
周
り
の
先
輩
方
の

動
き
を
よ
く
見
て
、
出
来
る
こ
と
を

一
生
懸
命
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
度
、
萩
商
工
会
議
所
青
年
部

に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
㈲

ウ
イ
ン
ド
の
土
井
貴
史
で
す
。

事
業
所
が
昨
年
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
萩
反
射
炉
の
麓
に
あ
る
と
い

う
事
も
あ
り
、
こ
の
度
の
入
会
を
き

っ
か
け
に
よ
り
萩
を
盛
り
上
げ
て
い

け
る
様
、
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

㈱太陽コミュニケーションズ
坂本　　匠君

㈲ウインド
土井　貴史君

萩整骨院
山本　敬幸君

県
青
連
第
一
回
会
長
会
議

会員大会もしっかりPR！

３
月
８
日
に
第
三
子
と
し
て
次
男

凌�
�
�大�

が
誕
生
し
ま
し
た
。
家
の
中
が

よ
り
一
層
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
楽
し
み
な
が
ら
育
児
の

方
に
も
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

金
子
　
真
大

２
月
28
日
、
長
女
が
誕
生
し
ま
し

た
。暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
目
立
つ
昨
今
、

希
望
の
光
と
な
る
よ
う
、『
希
子

�

�

』

と
命
名
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
よ

り
一
層
仕
事
に
子
育
て
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

廣
兼
　
基

お
め
で
と
う

連絡先連絡先連絡先 事務局 0838-25-3333事務局 0838-25-3333事務局 0838-25-3333

４
月
16
日
㈯
山
口
県
商
工
会
議
所

青
年
部
連
合
会
第
１
回
会
長
会
議
に

出
席
し
て
参
り
ま
し
た
。

県
下
14
単
会
が
集
う
会
議
で
は
、

今
年
度
萩
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
主
幹
で
行
う
、

県
青
連
第
30
回
会
員
大
会
の
事
業
説

明
が
行
わ
れ
、
各
単
会
と
情
報
交
換

が
で
き
、
有
意
義
な
会
長
会
議
と
な

り
ま
し
た
。


